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抄録
　本研究の目的は、アプガースコアについての知識の定着および実習への動機づけを図る目的
で作成した視聴覚教材の教育効果を明らかにすることである。看護専門学校１校三年課程３
年生 87 人を対象にクラス別の授業で活用した。視聴前・視聴後に小テストを実施し、１か月
後の科目試験で同じ出題をした結果、正答率は「視聴後」約 90％、１か月後も 80％を上回り、
知識の獲得はほぼ達成できた。しかし、「視聴後」と「科目試験」の平均得点の差をみると、「視
聴後」と比較して「科目試験」が有意に低く、獲得した知識を維持させる効果は得られなかった。
実習への動機づけについては、視聴後に自作のアンケートを実施した。「未実習群」48 人では
肯定的な回答が 90％以上であった。自由記述には、新生児の観察の重要性や出生直後の状態を
経時的にアセスメントすることの必要性に気づいたという感想があり、臨地看護学実習前の活
用は学生の思考や想像力を喚起する効果があると示唆された。
キーワード:看護学生、視聴覚教材、アプガースコア、新生児、母性看護学実習
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Ⅰ．諸言
アプガースコアは、出生時に蘇生処置が必
要かどうかを判定する目的で使用することはで
きないが、新生児の全身状態に関する情報を伝
えるには有用であり（田村、2012）、看護学生
には臨地看護学実習を通して学ばせたい内容で
ある。看護学生が新生児の観察技術を習得する
主な場所は母性看護学実習だが、少子時代に伴
う分娩件数の減少、ハイリスク分娩の増加、他
校との実習の重なりなどから、特に出生直後の
新生児の観察場面に遭遇する機会が少ないのが
現状である。
視聴覚教材のIT化が進む中、看護教員が新
生児看護の視聴覚教材を作成・活用した報告
として、早川ら（2000）・笹野ら（2006）によ
るバイタルサインのコンピューター補助教育
（Computer	Assisted	Instruction :以下「CAI」）
教材や、加藤ら（2009）・布原ら（2010）によ
る沐浴の教材がある。いずれも新生児またはモ
デル人形の画像や音声の挿入によってイメージ
化を図り、学生に臨地看護学実習に向けた事前
学習を促進させる、不安や緊張を緩和させる点
で教育効果があったと述べている。
アプガースコアに関する既存の教材は、観
察項目と得点について文章で説明されているの
みで、学生にとって出生直後の新生児の状態を
イメージすることが困難である。実際の分娩時
にはいくつかの処置が母児双方に同時進行で実
施されるため、観察のタイミングを逃しやすい。
そのうえ、胎児娩出前後の分娩室内の雰囲気に
学生自身の緊張や気分の高揚がみられるため、
事前にアプガースコア判定の目的をふまえた観
察ポイントの視点を理解できるような教育・指
導が必要と思われる。
そこで、出生直後の画像・音声を挿入した
自作の教材を授業で活用し、視聴した看護学生
の知識の定着および実習への動機づけを中心に
教育効果を検討する。
Ⅱ．研究目的
アプガースコアに関する自作の視聴覚教材
を活用した授業の効果を知り、出生直後の新生
児の観察技術習得に向けた教育方法を検討する
ための資料とする。
Ⅲ．研究方法
１．研究期間　
2009年４月から2009年７月
２．研究対象　
看護専門学校１校の三年課程３年生87人。
２年次11月に関連科目『母性看護学方法論Ⅰ』
の教育内容「分娩経過」で「アプガースコア」「胎
児心音」の正常値を学習している。
母性看護学実習は２年次１月から３年次12
月までローテーション実習を行い、調査時点に
おいては「既実習群」16人（18.4％）、「未実
習群」48人（55.2％）、「実習群」23人（26.4％）
であった。対象校では、「胎児心音の聴取」を「指
導者の指導・監視のもとで実施レベル」、「アプ
ガースコアの判定」を「見学レベル」としている。
３．自作教材の概要
学習目標は「出生直後の新生児の健康状態を
アセスメントすることができる。」、具体的目標
は「アプガースコアの５項目を述べることがで
きる。」「教材の新生児画像でアプガースコアの
採点をすることができる。」と設定した。学習
の行動目標は、小テストで「胎児心音の正常値」
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「アプガースコア５項目のポイント」「アプガー
スコアの正常値」の正答率が、視聴後100％、
１か月後80％以上を目標値とした。
実習の動機づけについては、視聴後のアン
ケート調査時において母性看護学実習を行って
いない学生が、調査項目「実習でアプガースコ
アの判定を経験したいと思ったか」「実習でカ
ルテ情報からアプガースコアのアセスメントを
したいと思ったか」で100％が肯定的な回答を
することを目標とした。
教材の作成過程における素材の選定条件は、
１）初学者に与える刺激が強くないよう、血液
の付着が著明なものは避ける。２）皮膚色が鮮
明でチアノーゼの経時的な変化がわかる。３）
医療従事者の動きで視野が妨げられることなく、
新生児の全身が見える、とした。胎児心音と啼
泣の音声は実際に録音されたものを使用した。
教材の工夫点・活用方法を図１に示す。視
聴時間は学生の集中時間を考慮して15分のポ
イント活用とし、８枚の画像で構成した。また、
胎児心音は画像にサウンドを挿入し、秒針で測
定させた。ソフトウエアはパワーポイントを使
用した。
図１　自作教材スライドの工夫点・活用方法（８画面のうち４画面を抜粋）
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４．調査方法　
対象学生の３年次に授業および本調査を実施
した。視聴前・後の小テストは「テスト」とい
う表現を使用せず、「知識の確認」として提示した。
１）2009年５月、視聴前に小テスト「胎児心
音の正常値」「アプガースコア５項目（心拍数・
呼吸・筋緊張・反射・皮膚色）」「アプガースコ
アの正常値」を記名式で実施した。
視聴時には学生が画像で判断した内容を口
頭法にて確認するが、提出による評価は行わず、
小テストでは知識を記述させた。
２）同年６月、授業科目『母性看護学方法論Ⅲ』
の教育内容「胎児心音の聴取」で筆者（教材作
成者・当時専任教員）が一斉に視聴させた。視
聴回数は１回で、視聴後は授業時間内に視聴前
と同じ小テストを実施した。
３）視聴時の授業終了時に自作のアンケート用
紙を配布し、即日回収した。内容は「実習で実
際にアプガースコアの判定を経験したいと思っ
たか」「アプガースコア判定のために何を学習
すればよいかが明確になったか」「実習でカル
テ情報からアプガースコアについてアセスメン
トしたいと思ったか」である。
４）同年７月、科目試験で事前・事後の小テス
トと同じ出題をした。
５．分析方法
本調査における「知識の定着」とは、知識
を獲得し、その後も維持されていることをもっ
て「定着」とした。
１）知識の獲得については、視聴前後の小テス
トおよび科目試験の該当出題における正答者数
の割合と得点を単純集計する。出題は３題で得
点は各１点とし、「アプガースコア５項目」は
１項目につき１点で５点満点、全問正解を７点
として算出する。知識の定着は、視聴後と１か
月後の科目試験との関連をみるために平均得点
の差を対応のあるt検定する。
２）視聴後の調査時に母性看護学実習を終了し
ていた学生を「既実習群」、調査中に実習をし
た学生を「実習群」、視聴後の調査時に実習を
していない学生を「未実習群」とし、小テスト
および視聴後のアンケート結果を比較する。
３）実習の動機づけについては、「未実習群」
のアンケート結果で評価する。
４）小テストにおける得点別の比較では、科
目試験の評価基準を参考に、正答率60％未満
を「低位群」、60％以上80％未満を「中位群」、
80％以上を「高位群」に区分する。
５）アプガースコア判定のために必要な学習の
明確化に対する学生の意識については、視聴前
の各得点群と視聴後のアンケート項目をクロ
ス集計し、χ２検定をする。統計解析にはSPSS	
statistics19.0J	for	Windowsを用い、有意水
準は５％とした。
６）視聴後のアンケートにおける感想の自由記
述を内容の類似性に基づいて整理する。
Ⅳ．倫理的配慮
１）学生には、視聴前後の変化を知る目的で調
査を記名式とするが、学生名を符号化し、入力
後は回答用紙を破棄すること、回答は自由意思
によること、辞退による学習や評価の不利益が
起こらないこと、小テストの結果は成績に関係
しないことを口頭および書面で強調して説明し
た。アンケートは教員が同席しない場所で回収
封筒にて回収し、提出をもって同意とした。
２）対象校の責任者に調査および結果の公表に
ついて承諾を得た。
３）新生児の写真は保護者に使用目的（一斉視
聴の教材・研究成果の公表）を説明し、許可を
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得て全身を画像処理なしに使用した。
Ⅴ．結果
小テスト・アンケートの回収数はともに87
人（100％）で、全て有効回答であった。調査
時点において「既実習群」は16人（18.4％）、「未
実習群」は 48人（55.2％）、「実習群」は 23
人（26.4％）であった。
１．視聴前後および科目試験時の知識の獲得
１）小テストにおける項目別正答率および平均
得点
「胎児心音の正常値」「アプガースコアの正常
値」の２項目における正答率および「アプガー
スコア５項目（心拍数・呼吸・筋緊張・反射・
皮膚色）」の得点を表１に示す。
全体の87人でみると、３項目全てに視聴後
は正答率が著しく増加し、約90％まで上昇し
たが、目標値の100％に到達しなかった。視聴
後１か月の科目試験ではいずれもやや減少し、
約80～ 90％であった。
小テスト３項目を点数化した合計得点を表
２に示す。視聴後と科目試験における平均得点
を比較すると、全体の87人では「視聴後」と
比較して「科目試験」が有意に低かった（p ＜
0.01）。項目別でみると「胎児心音の正常値」（p
＜0.05）・「アプガースコア５項目」（p ＜0.01）
で「視聴後」と比較して「科目試験」が有意に
低く、「アプガースコアの正常値」は有意差が
みられなかった。
「未実習群」48人においても、「視聴後」と
比較して「科目試験」が有意に低く（p ＜0.05）、
項目別では「アプガースコア５項目」が「視聴
後」と比較して「科目試験」が有意に低く（p
＜0.01）、「胎児心音の正常値」「アプガースコ
表１　項目別にみる正答率及びアプガー５項目の平均得点
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アの正常値」は有意差がみられなかった。
得点群は、全体87人のうち、視聴前が「低
位群」42人（48.3％）、「中位群」38人（43.7％）、
「高位群」７人（８％）で、「低位群」と「中
位群」を合わせると約９割を占め、平均得点
は 3.4点であった。視聴後は「低位群」１人
（1.1％）、「中位群」14人（16.1％）、「高位群」
72人（82.8％）で、「低位群」と「中位群」を
合わせても約２割に減少し、平均合計得点は
6.3点で 2.9点上昇した。
２）「未実習群」における実習の動機づけ
視聴後のアンケートにおける「未実習群」48
人の回答をみると、設問「実習で実際にアプガー
スコアの判定を経験したいと思ったか」（表３）
では47人（97.9％）が、「非常に当てはまる」
または「まあまあ当てはまる」と回答した。「実
習でカルテ情報からアプガースコアについてア
セスメントしたいと思ったか」は45人（93.7％）
が、「非常に当てはまる」または「まあまあ当
てはまる」と回答し、目標値をほぼ達成するこ
とができた。
また、視聴前の小テストで「低位群」に、「何
表２　視聴後・科目試験の平均得点
表３　視聴前の得点群別「実習で実際にアプガースコアの判定を経験したいと思ったか」
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表４　視聴後アンケートの自由記述
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を学習すればよいか明確になったか」で「非常
に当てはまる」と回答した割合が、「中位群」・
「高位群」よりも高い傾向がみられた（p<0.05）。
視聴後のアンケート調査において全体の
感想を自由記述で尋ねると、87 人中 23 人
（26.4％）の記述があり、総記述数は35であっ
た（表４）。内容を類似性に基づいて分類すると、
４つのカテゴリー【アセスメントをイメージで
きた】【変化の観察と判断力が必要】【教材の改
善点】【実習前の活用が効果的】、８つのサブカ
テゴリ 『ーアセスメントを経験できた』『イメー
ジができた』『ポイントを理解できた』『判断で
きる知識を身につけることが必要』『全身状態
の変化を観察することが重要』『教材について』
『教材の活用時期』『事前学習にいかしたい』が
抽出された。
Ⅵ．考察
１．知識の定着に関する達成度
竹内はCAIの評価の視点として①学習前と
後では、学習効果ははっきりと表れているか
②学生の関心を促すことができたか③学生は学
習内容を理解できたか、の３点をあげている
（2002）。
本調査において、視聴後の小テストの正答率
は目標値の100％に到達しなかったが、３項目
「胎児心音の正常値」「アプガースコア５項目（心
拍数・呼吸・筋緊張・反射・皮膚色）」「アプ
ガースコアの正常値」のいずれも約90％で、「胎
児心音の正常値」は視聴前の6.9％から視聴後
は95.4％に上昇したことから、視聴時点にお
いて知識を獲得する効果は得られたと思われる。
出題の妥当性については、「高位群」が誤答、「低
位群」が正答した出題はなく、適切と判断した。
一般的にコンピューター教育や視聴覚教材
の学習効果が高いのは明らかであるが、藤岡
（1994）の指摘にあるように、結果だけでなく、
学習タイプと教授メディアや教授方略を検討す
る必要がある。今回、少数ではあるが、視聴前
よりも視聴後の得点が低い学生、視聴後のアン
ケートからアプガースコア判定に対する関心の
低い学生がいた。理由を質問しておらず、原因
を把握することはできていないが、視聴後に学
生が質問しやすい雰囲気づくりや、わかりにく
い内容は個別で補足説明の時間をもつなどの
フォローアップが不足していたと思われる。
知識の定着についてみると、１か月後の「科
目試験」における正答率が目標値の80％を上
回り、達成はできた。しかし、「視聴後」と「科
目試験」の平均値を比較すると、対象者全体で
は３項目のうち２項目、「未実習群」では１項
目が「視聴後」と比較して「科目試験」が有意
に低いことから、定着の効果があったとは言え
ない。
今回は対象校における教育計画上の理由か
ら、視聴後に期間をおいて小テストを実施する
日程がなく、科目試験での知識を測定したため、
学生の科目試験に向けた学習を加味した結果と
なった。小テストは知識を確認する出題にした
ため、既習内容や科目試験に向けた復習が影響
する。また、目標値を科目試験の評価基準を参
考に「80％以上」としたのは根拠不足であり、
教材自体の効果を評価するには、１か月後で定
着と言えるかを含めて、適切な評価時期および
目標値を検討する必要があった。学生がアセス
メントをした内容を分析するなど、評価内容も
今後の課題である。
２．視聴覚教材の活用による実習への動機づけ
実習への動機づけの評価として、「未実習群」
48人の視聴後のアンケート結果から、「実習で
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アプガースコアの判定を経験したいと思った
か」「実習でカルテ情報からアプガースコアの
アセスメントをしたいと思ったか」で「非常に
当てはまる」「まあまあ当てはまる」と回答し
た学生の割合が目標値にほぼ達成することがで
きた。しかし、アンケートの質問は期待する回
答を誘導するような表現であり、結果に影響し
た可能性がある。
「未実習群」のうち視聴前の小テストにおけ
る「低位群」では、「アプガースコアの判定に
何を学習すればよいか明確になったか」で「非
常に当てはまる」「まあまあ当てはまる」と回
答した学生の割合が、「中位群」「高位群」より
も有意に高かった（p＜ 0.05）ことから、実
習前の視聴によって関心を高める効果を得られ
たと思われる。
「既実習群」「実習群」に対しては、関心度や
臨地看護学実習における経験による違いを質問
しておらず、分析できていない。
自由記述には、新生児の観察の重要性や出生
直後の状態を経時的にアセスメントすることの
必要性に気づいた、実習時に不足したアプガー
スコア判定の確認ができたという感想があった。
新生児の状態の変化がわかる画像や音声による
刺激が、「実際に経験してみたい」という気持
ちを引き起こしたのではないかと推察する。藤
岡（1994）が、視聴覚メディアが学習に及ぼ
す効果について、学習意欲（行動の喚起機能）
が高まると述べているように、単に観察項目や
正常値を述べることができるのではなく、新生
児のイメージ化や関心を高める効果を得られた
のではないかと思われる。
看護教員が教材を作成あるいは活用する意
義は、学生に合わせた説明ができること、講義
と臨地看護学実習をどのように統合するかを示
すことができる点にある。教育内容のポイント
を絞り込み、短時間の視聴にした点や、画像を
もとに学生の判断を発問しながら授業を展開す
る方法が受け入れられたと思われる。
新生児の観察技術・アセスメントは、他領
域で経験することができず、学生同士のロール
プレイも不可能な教育内容である。したがって、
臨地看護学実習前に胎児心音の速さを聴取する
シミュレーションは、アセスメントに必要な観
察技術の習得に活かすことができるのではない
かと思われる。
学生が新生児の出生前後を連続した経過と
して観察することができ、胎外生活への適応状
態をアセスメントする学習を促進させることが
できるよう、今後は画像の蓄積とともにアセス
メントを練習できるような教材の改善に取り組
み、教材を活用した授業の適切な評価方法を検
討していきたい。
Ⅶ．まとめ
本調査は１校のみの結果であり、一般化は
できないが、以下の内容が示唆された。
１．知識の定着については、「胎児心音の正常
値」「アプガースコア５項目」「アプガースコア
の正常値」について視聴前・視聴後の小テスト
および１か月後の科目試験で出題した結果、「視
聴後」の正答率は約90％であり、１か月後に
おいても目標値の正答率80％を上回ったため、
知識の獲得はほぼ達成できたと思われる。
しかし、「視聴後」と「科目試験」の平均得
点の差をみると、全体の 87人では「視聴後」
と比較して「科目試験」が有意に低く（p ＜
0.01）、項目別では「胎児心音の正常値」（p ＜
0.05）・「アプガースコア５項目」（p ＜0.01）で、
「視聴後」と比較して「科目試験」が有意に低かっ
たため、獲得した知識を維持させる効果があっ
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たとは言えない。
２．実習への動機づけについては、視聴後のア
ンケートにおける「未実習群」48人の回答を
みると、「実習でアプガースコアの判定を経験
したいと思ったか」「アプガースコア判定のた
めに何を学習すればよいかが明確になったか」
「実習でカルテ情報からアプガースコアについ
てアセスメントしたいと思ったか」の全項目で
肯定的な回答が90％以上であり、目標値をほ
ぼ達成した。
自由記述には、新生児の観察の重要性や出
生直後の状態を経時的にアセスメントすること
の必要性に気づいた意見がみられ、臨地看護学
実習前の活用は学生の思考や想像力を喚起する
効果があることが推察された。
但し、本調査は授業を担当した教員が実施
したため、学生の参加協力に対して強制力が働
いた可能性がある。学生と教員との関係性があ
ることで自由記述などに積極的な参加協力がう
かがわれる内容もみられたが、今後は倫理面を
十分に考慮して実施したい。
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